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　 〔目的〕 ワ イ ン 中 よ り汚染 酵母 と して 分離 した 株の 性質 を検討す る過程で 、飽

cerevisiae 　RE− 16と命名 した株 が 、 接合能と胞子形成能の 双 方 を有す る胞子 を形成する こ

と を見 出 した 。 本研究は 、RE− 16の 遺伝学 的 性質 を明 らか にす る 目的で 行 っ たも の で あ る 。

　 〔方法 お よび 結果〕RE−16は、　 a ／a の ヘ テ ロ タ リ ッ ク 2倍 体で 、良 好に胞 子 を形 成 した 。

四 胞子 解析 の結果、a ：α ＝ 2：Z、胞子 形成能十 ：
一＝ 2：2の分 離 が観察 され た 。胞子形成能を

有す る 胞子 は、半数体 で 、 接合型 に関係 な く出現 し。接合型 に関与する墮 、墨 ．！塑 な

どの 遺伝子 が存在す る第 Pt染色体以外の 染色 体上 の遺 伝 子 が、上 記の 現象 に関 与 して い る

可 能性 が示唆され た 。

　胞子 形成能を有する a 型お よび α 型半 数 体 （1 代 目胞子）は 、 それぞれ 、 a ま たは α 接

合型の 胞子 の み を形成 した 。 ま た、 こ れ ら 2 代 目胞子 に つ い て も、大 部分 に 胞子形成能が

認め られ た 。

　 以上 の現 象は 、第 皿 染色 体上 の サ イ レ ン トな 遺儀子 で あ る HMR　a 、HML　a の 発現 に よる も

の と考 え られ る。こ れ らの 遺伝子 の 発現 は、第 M 、第 W 、第】皿、第 W 染色体上 に それぞれ

位置す る旦巡 、鯉 、旦逃 、旦エ墨遺伝子 に よ っ た抑 制され． こ れ ら遺伝子の 1 っ に変異 が

起る と型遺伝子 が発現す る こ と が知 られて い る
1 ）

こ と か ら、RE− 16は 、墾 遺伝子 に関 して 、

SIR／sir とな っ て お り 、
　 sir 型胞子 が、捜合型 と胞子 形成能 を併 せ持 っ もの と考 え られ る 。
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1．目的　エ チオ ニ ン は メヂ オ ニ ン の ア ナ ロ グ物 質で あ り、細 胞の 増殖 を阻害 す る 。 前報

に お い て
1）、我 々 はエ チオ ニ ン に 耐性を 示 し 、 S一ア ヂ ノシ ルメ チ オ ニ ン（SAM）の蓄積を高

め る遺伝子 を ク ロ ー一・　 ＝ ング しta． 本報で は、こ の 遣 伝子 の 産物を明 ら か に す るた め に 、こ

の 遺伝子を 有す る酵鐸の 生 化学 的特性に つ い て 調べ だ 。さ ら に 、こ の 遺伝子の 塩 基 配列 を

決定 しく そ の結巣 か らの 解析 も行な っ だ 。

2。方法及び 結果 　エ チ オ ニ ン耐性 を有す るプ ラ ス ミ ドpVSMHI及び VEpL3を導 入 した酵母

塾 塵 § cerevislae 　 DKD−5D−1｛株の 、メチ オ ニ ン 以外の ア ミ ノ 酸ア ナ ロ グ に 対す る

耐性 と メ チ オ ニ ン合成経路の 酵索 活 性を調 ぺ た 。 求叛 、メチオ ニ ン 要 求性株 （ATCC52052）

に こ れ らの プ ヲ ス ミ ド癒導入 し、SA卜1の 蕃積 を調 べ た。そ の 結果 、 こ の 遺伝子 は、　 SAMの 合

成に 直接闘与 して い る と考 え られ た 。そ こ で 、さ ら しこ詳細 な情輻 髪得 るため に 、エ チオ ニ

ン耐性遺伝 子の 臨基 配列 を 決定 し海 。 即ち kpYS 剛 1をサ ブクU 一ニ ン グ し・エ チ オ ニ ン耐

性遺伝 子 を有す る 3kbの 一indlH 断 片 を得た 。こ の 断片の 全 塩基 配列 を決 定 し泛結 果 、長 い

オ 「 ブ ン リーデ ィ ン グ フ レーム （ORF）は 1個 しか 含まれて い な か っ た。この ORFが エ チオ ニ

ン 耐 性 遺 伝 子の ORFで ある こ とを確認ず る ため に 、遺 伝子 破壊及び ノ
ー

サ ンブ n ッ テ ィ ン

グ を行 な っ た 。そ の 結果 、 こ の 0階 はエ チオ ニ ン耐性遺俵子の ORFで あ ると考 え られ 距 。 こ

の ORFか ら算 出 される蛋白質 は、617 個 の ア ミ ノ酸 か ら な り、分子 量 67　，9T7で あ り 、 SA卜1の

合成酵棄 の ORFとは 異な っ て い た 。
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